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(57)【要約】
【課題】輸送する際に於いて、横橋の取り外し、再組み
立て、再調整等の工数を省略すること。
【解決手段】機座、延伸式横橋および回転装置を含み、
機座の左右側にそれぞれ機座のＹ軸に平行して移動する
動子を備え、延伸式横橋は機座のＸ軸と平行に機座の上
部に相対し、延伸式横橋の一端部は延伸して機座の一側
を越え、回転装置は延伸式横橋を二つの動子に架接し、
延伸式横橋が回転装置を中心に水平に回転可能に構成す
る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転可能な門形機構であって、
　それの左右側にそれぞれそれのＹ軸に平行して移動する動子２２１、２２２を備える機
座２０と、
　機座２０のＸ軸に平行して機座２０の上部に相対し、それの一端部は延伸して機座２０
の一側を越える延伸式横橋３０と、
　延伸式横橋３０を二つの動子２２１、２２２に架接し、延伸式横橋３０はそれを支点と
して水平に回り、Ｘ軸とある予定角度を交わす回転装置４０とを備えることを特徴とする
、
　回転可能な門形機構。
【請求項２】
　前記回転装置４０は二つの回転軸４２１、４２２及び線形受け取り部４２を備え、二つ
の回転軸４２１、４２２はそれぞれ前記延伸式横橋３０の底部と前記二つの動子２２１、
２２２の相対個所に取り付けられ、前記線形受け取り部４２は前記延伸式横橋３０が前記
機座２０の外側へ延伸する端部の底面に設置され、前記線形受け取り部４２は前記延伸式
横橋３０の軸心に平行して設けられ、対応する回転軸４１１の軸端の受け取りに用いられ
ることを特徴とする、請求項１記載の回転可能な門形機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は工作機械の門形機構に関するもので、より詳しくは回転可能な延長式横橋を備
えた工作機械の門形機構に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図１及び図２に門形工作機械を示す。
　従来の門形工作機械は、概して機座１０を含む。横橋１１は機座のＸ軸に平行する方向
をもって機座１０に架接されていて、かつ機座１０のＹ軸に沿って往復移動することがで
きる。
　横橋１１には移動台１２が設けられている。移動台１２には工作刃が載せられていて移
動台１２に沿って往復移動することができる。
【０００３】
　図３に示す多刃門形工作機械は前記横橋１１に複数の移動台１２を搭載し、各移動台１
２にそれぞれ違った工作刃が載せられてある。
　移動台１２の搭載数が増えたために、各移動台１２の加工行程が縮減することを回避す
るために、横橋１１の全体の長さを長くして延長式横橋に形成している。
　この延長式横橋１１は機座１０のＸ軸と平行な方向をもって機座１０の一側辺を越える
ように延長されるので、門形機構の全体幅が大きくなってしまう。
【０００４】
　延長式横橋１１を備える門形工作機械を甲地から乙地へ移動する場合（例えば製造メー
カから客先の所在地へ移動する）、道路の幅員の制限を考慮しなければならないので、横
橋１１を機座１０から取り外し、目的地へ到着してから再び組み立てている。
　ところが横橋１１を再び組み立て、校正すると多くの工数を費やしてしまい、かつ必ず
しも本来の精確度を再現することができないといった問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたもので、本発明の目的とするところは、その門形機
構には回転可能な延長式横橋を備えた、回転可能な門形機構を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明は回転可能な門形機構の一種で、それは機座、延伸式横橋および回転装置を含む
。
　機座は、それの左右側にそれぞれ機座のＹ軸に平行して移動する動子を備える。
　延伸式横橋は機座のＸ軸に平行して機座の上部に相対し、延伸式横橋の一端部は延伸し
て機座の一側を越える。
　回転装置は延伸式横橋を二つの動子に架接し、延伸式横橋は回転装置を支点として水平
に回転し、Ｘ軸とある予定角度を交わす。
【０００７】
[作用]
　本発明にあっては、門形機構を輸送する場合、延長式横橋全体を門形機構の機座の幅範
囲内に収め、門形機構の全体幅を縮小してそれを有限の道路幅内で移動する。
　門形機構が目的地へ到着したら、延長式横橋を再び水平に回して工作位置へ回復する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、回転可能な延伸式横橋を具備することにより、門形機構を輸送する際に於い
て、延伸式横橋を取り外す必要がないので、取り外し、再組み立て、再校正等の工数を省
くことができる。門形機構が目的地へ到着してから延伸式横橋を再び水平に回して加工位
置に戻せばよい。
　本発明は輸送の過程に於いて、延長式横橋を取り外す必要がないので、取り外し、再組
み立て、再校正の工数を省くことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図４、図５及び図６に本発明に係る回転可能な門形機構を示す。
　本発明の回転可能な門形機構は機座２０、延伸式横橋３０および回転装置４０を含む。
　機座２０の頂上面左右側には、それぞれ線形スライドレール（ｓｌｉｄｅ　ｒａｉｌ）
２１１、２１２が設けられている。線形スライドレール２１１、２１２にはそれぞれ動子
２２１、２２２が設けられてある。
【００１０】
　延伸式横橋３０の底部は、二つの支持座３１１、３１２をもって動子２２１、２２２に
結合されている。延伸式横橋３０の軸の長さは機座２０の幅より長く設定されている。
　延伸式横橋３０は機座２０のＸ軸に対して平行で機座２０の一側を越える。延伸式横橋
３０は複数の移動座５０を備える。
【００１１】
　回転装置４０は二本の回転軸４１１、４１２及び線形受け取り部４２を含む。
　二本の回転軸４１１、４１２は延伸式横橋３０の底部及び二つの支持座３１１、３１２
の相対個所に取り付けられる。
　線形受け取り部４２は延伸式横橋３０の機座２０から延伸した底部端面に設置され、線
形受け取り部４２は延伸式横橋３０の軸方向に平行して設けられ、それは長孔または長溝
でもよく、対応する回転軸４１１の軸端を受けることに用いられる。
【００１２】
　図７に示すように、延伸式横橋３０は機座２０のＸ軸に対して平行であり、それは動子
２２１、２２２に駆動されて機座２０のＹ軸に沿って往復に移動することができる。
【００１３】
　図８に示すように、一つの動子２２１は線形スライドレール２１１に沿って予定距離を
移動する。
　延伸式横橋３０の一端は回転軸４１２を円心とし、他の一端は移動した動子２２１に駆
動される。
　移動端の回転軸４１１は線形受け取り部４２内で移行する。
　これにより、延伸式横橋３０は水平に回って角度を変えることができる。
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　したがって、門形機構を輸送する場合、全体延伸式横橋３０を回転して門形機構の機座
２０の幅範囲内に収めて、門形機構の全体幅を縮小できるので、有限な道路幅内で移動す
ることができる。
　門形機構が目的地へ到着してから延伸式横橋３０を再び水平に回して図７に示す状態に
戻せばよい。
【００１４】
　上述したように回転可能な延伸式横橋により、門形機構は輸送の過程に於いて、延伸式
横橋３０を取り外す必要がないので、取り外し、再組み立て、再校正等の工数を省くこと
ができ、門形機構が目的地へ到着してから再び水平に回して加工位置に戻せばよい。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来の門形工作機械の正面図である。
【図２】図１の門形工作機械の平面図である。
【図３】周知の延伸型門形機構の正面図であり、延伸式横橋は機座のＸ軸に平行する方向
に延伸して機座の一側を越える。
【図４】本発明の延伸式横橋を備える門形機構の正面図である。
【図５】図４の５－５断面の矢印方向の断面図である。
【図６】図４の６－６断面の矢印方向の断面図である。
【図７】図４の矢印７方向の門形機構の底面を示す。
【図８】門形機構の底面から描いた延伸式横橋が水平に回って角度を変える意表図である
。
【符号の説明】
【００１６】
２０　　　機座
２１１　　線形スライドレール
２１２　　線形スライドレール
２２１　　動子
２２２　　　動子
３０　　　延伸式横橋
３１１　　支持座
３１２　　支持座
４０　　　回転装置
４１１　　回転軸
４１２　　回転軸
４２　　　線形受け取り部
５０　　　移動座



(5) JP 2010-46755 A 2010.3.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(6) JP 2010-46755 A 2010.3.4

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

